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（平成28年２月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,553 10,249 10,899 21,148 （14）

登米 1,799 2,383 2,600 4,983 （▲4）

東和 2,426 3,319 3,440 6,759 （▲17）

中田 4,951 7,720 8,196 15,916 （0）

豊里 2,142 3,360 3,424 6,784 （▲2）

米山 2,852 4,686 4,925 9,611 （▲8）

石越 1,602 2,542 2,618 5,160 （▲5）

南方 2,625 4,274 4,520 8,794 （▲25）

津山 1,201 1,702 1,849 3,551 （▲8）

合計 27,151 40,235 42,471 82,706 （▲55）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○県内で車と歩行者の交通死亡事故が連続発生していま
す。夜間の発生が多く、９割が夜間に発生。夜間の死傷者
の反射材着用率は１～２㌫で極めて低いです。
　夜間外出する際は、反射材やＬＥＤ交通安全ライトを使
用しましょう。

（平成28年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H28 H27 増減数

人身事故
発生件数 39件 42件 ▲３件

死者数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 51人 66人 ▲15人

物損事故
発生件数 291件 271件 20件

※平成28年１月からの延べ件数

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 曇り
消防署北出張所（石越） 0.06 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.05 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.06 雨
消防署西出張所（南方） 0.05 曇り

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

て
閉
所
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
中
田
児
童
館
で
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
い

ま
す
の
で
、中
田
児
童
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

中
田
児
童
館（
加

賀
野
小
学
校
前
）／
中
田
町
石
森

字
加
賀
野
一
丁
目
17
―
３

※
新
し
い
場
所
で
の
開
設
準
備
の

た
め
、
臨
時
に
閉
所
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

中
田
児
童
館
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３
５
）２
５
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５

　

平
成
28
年
度
固
定
資
産
価
格
等

縦
覧
帳
簿
が
次
の
通
り
縦
覧
で
き

ま
す
。縦
覧
制
度
は
、自
分
の
固
定

資
産
の
価
格
が
適
性
か
判
断
す
る

た
め
に
、土
地
ま
た
は
家
屋
の
価

格
を
縦
覧
帳
簿
で
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。平

成
28
年
４
月
１
日（
金
）

〜
５
月
31
日（
火
）

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分各

総
合
支
所
市
民
課

固
定
資
産
税

（
土
地
、
家
屋
）
納
税
者

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

総
務
部
税
務
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

改
正
行
政
不
服
審
査
法（
平
成

26
年
法
律
第
68
号
）が
公
布
さ
れ
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。よ
り
国
民
の
権
利
利
益

の
救
済
を
目
的
と
し
た
今
回
の
改

正
点
は
次
の
通
り
で
す
。

従
来

の
不
服
申
し
立
て
の
期
間
は
60
日

で
し
た
が
、３
カ
月
に
延
長
に
な

り
ま
す
。

行
政
処
分
に

関
す
る
手
続
き
に
関
与
し
て
い
な

い
職
員
の
中
か
ら「
審
理
員
」が
選

ば
れ
、中
立
的
な
立
場
で
事
実
関

係
な
ど
争
点
を
整
理
し
た
も
の
を

審
理
員
意
見
書
と
し
て
作
成
し
ま

す
。

情
報
開

示
請
求
な
ど
に
お
け
る「
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」と

同
様
の
外
部
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し

て「
行
政
不
服
審
査
会
」が
新
た
に

設
け
ら
れ
、審
査
請
求
の
あ
っ
た

行
政
処
分
な
ど
の
妥
当
性
に
つ
い

て
審
理
員
意
見
書
を
参
考
に
審
査

し
、市
長
に
答
申
す
る
仕
組
み
が

加
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
答
申
を
受

け
て
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が

行
わ
れ
ま
す
。

登
米
市
の
よ
う

な
地
方
自
治
体
の
場
合
は
、審
査

請
求
先
の
ほ
と
ん
ど
が
市
長
宛
て

（
通
知
書
な
ど
の
発
行
部
署
）に
な

り
ま
す
が
、場
合
に
よ
っ
て
は
県

知
事
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、決

定
通
知
書
下
欄
の
注
意
書
き
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

総
務
部
総
務
課
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２
２
０（
２
２
）２
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登
米
市
登
米
町「
み
や
ぎ
の
明

治
村
」周
辺
の
景
観
保
全
や
、統
一

さ
れ
た
街
な
み
形
成
を
進
め
る
た

め
の
支
援
策
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
街
な
み
景
観
整
備
事
業
の
対

象
区
域
を
見
直
す
と
と
も
に
、対

象
事
業
や
補
助
金
額
を
拡
充
し
ま

す
。詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課

☎
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２
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３
４
）２
３
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本
年
度
策
定
し
た「
第
二
次
登

米
市
総
合
計
画
」の
重
点
戦
略
を

推
進
す
る
組
織
体
制
と
す
る
た

め
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
行

政
組
織
の
一
部
を
改
編
し
ま
す
。

　

本
庁
の
主
な
改
編
内
容
は
、
移

住
・
定
住
施
策
を
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
か
ら
一
体
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
を
組
織

内
で
連
携
し
て
取
り
組
む
体
制
と

し
ま
す
。
ま
た
、
第
二
次
産
業
の

育
成
・
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
市
街
地
の
土
地
・
住
宅
利
用

な
ど
を
計
画
的
に
推
進
す
る
体
制

と
し
ま
す
。

　

産
業
経
済
部
と
建
設
部
に
係
る

総
合
支
所
業
務
の
う
ち
、
集
約
可

能
な
業
務
を
整
理
し
、
本
庁
業
務

と
し
て
行
う
体
制
と
し
業
務
の
効

率
化
を
進
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

を
除
い
た
農
林
・
商
工
に
関
す
る

業
務
を
産
業
経
済
部
へ
集
約
し
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
対
応
や
除

雪
な
ど
を
除
い
た
、
道
路
・
河
川
・

市
営
住
宅
の
維
持
に
関
す
る
業
務

を
建
設
部
に
集
約
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
本
庁
に
集
約
す

る
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る

た
め
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３

カ
月
間
、
支
所
で
の
受
け
付
け
も

引
き
続
き
行
う
こ
と
に
し
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
右
記
以
外
の
窓
口
業
務

や
健
康
相
談
な
ど
は
引
き
続
き
総

合
支
所
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

○
組
織
改
編

総
務
部
人
事
課
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２
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○
産
業
経
済
部
集
約
業
務

産
業
経
済
部
農
林
政
策
課
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４
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○
建
設
部
集
約
業
務

建
設
部
土
木
管
理
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
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市
で
は
、
住
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
新
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
設
置
す
る
人
に
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

❶
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
事
業

❷
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

池
設
置
事
業

❸
木
質
バ
イ
オ
マ
ス（
ペ
レ
ッ
ト
、

ま
き
）暖
房
機
器
設
置
事
業

▼
市
内
に
住
所
を
有

す
る（
予
定
を
含
む
）個
人
で
、
補

助
対
象
機
器
を
設
置
す
る
建
物
を

住
宅
と
し
て
使
用
す
る
人
▼
交
付

決
定
日
以
降
に
補
助
対
象
機
器
の

設
置
を
行
う
人
ま
た
は
引
き
渡
し

を
受
け
る
人
▼
全
て
の
市
税
に
滞

納
が
な
い
人
▼
当
該
補
助
金
の
交

付
を
こ
れ
ま
で
に
受
け
て
い
な
い

人❶
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
、架
台
、

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
そ

の
他
附
属
機
器
、
設
置
工
事
に
係

る
費
用
な
ど

　

年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
で
す
。前

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
28
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午
後
１

時
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

平
成
28
年
４
月
２
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

迫
公
民
館

土
地
の
境
界
や
面

積
、
建
物
を
建
築
・
増
改
築
し
た

後
の
登
記
手
続
き
な
ど

宮
城
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
登
米

支
部
長（
千
葉
三さ
ぶ

郎ろ
う

）

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
０
３
２

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

平
成
28
年
４
月
１
日（
金
）

〜
５
月
22
日（
日
）午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分登米

市
髙
倉
勝
子
美
術
館

大
人
２
０
０
円
、高
校
生

１
５
０
円
、小
中
学
生
１
０
０
円

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ

る
彩
り
豊
か
な
花
々
と
音
色
を
奏

で
る
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

登
米
市
髙
倉
勝

子
美
術
館「
桜
小
路
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

平
成
28
年
３
月
23
日（
水
）

午
後
０
時
20
〜
40
分

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階

ホ
ー
ル
）子

育
て
応
援
バ
ン
ド「
ひ

だ
ま
り
」の
演
奏
、
マ
マ
の
合
唱
、

親
子
ダ
ン
ス
な
ど

】
０
〜
４
歳
く
ら
い
の

幼
児
と
親

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す

く
す
く
保
育
研
究
所（
堀ほ
っ
た田
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）６
６
７
７

❷
お
よ
び
❸
機
器
の
購
入
・
据
え

付
け
に
関
す
る
費
用

❶
２
万
円
×
太
陽
電
池
公
称
最
大

出
力（
上
限
８
万
円
）

❷
２
万
円
×
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の

容
量（
上
限
８
万
円
）

❸
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

環
境
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
を
添
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
す
る
前
に
市
の
補
助
金
交

付
要
綱
お
よ
び
手
引
き
で
、
補
助

要
件
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
４
月
１

日（
金
）〜 

平
成
29
年
３
月
10
日

（
金
）（
必
着
）

※
申
請
額
の
総
額
が
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
、
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す
。

〒
９
８
７
―
０
４
４
６　

登
米
市

南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０

市
民
生
活
部
環
境
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で


